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　目の前に転んでいる人がいたとし
ましょう。その方が65歳以上で介護
を必要としていたら、介護が手を差
し伸べます。何歳であっても、膝か
ら血を流していたら医療が。障がい
を抱えていたら、障害福祉が。
　では、40代で、けがも障がいもな
かったら？　手厚く張り巡らされた
制度の網の目を、すり抜けてしまう
人がいることを、私はこれまで何度
となく見てきました。
　どのような状態の方にも手を伸ば
せるようにしたい。そんな思いから、
「総合ケアステーション大慈」（東京
都江戸川区）が生まれました。訪問
看護、訪問介護、居宅介護、重度訪
問介護、精神科訪問看護、そして制
度では応えきれないことを担うイン
フォーマルサービス「DAIJI＋（ダイ
ジプラス）」。障がいのある人やひき

こもり当事者の「親なきあと」を考
える「お寺と教会の親なきあと相談
室」の活動も加えました。荷物はい
っぱい積み込みましたが、船はまだ
頼りない筏

いかだ

です。
　おそるおそる、そろりと漕

こ

ぎ出し
てみると、すぐにさまざまなものが
見えてきました。マンパワー不足の
嵐は、想像以上の激しさです。制度
のダムの決壊は、すでに一番弱いと
ころから始まっています。
　かつて夫を看取った時に感じた、ど
うしようもない閉塞感が、体感として
よみがえってきます。果てのない闇に
八方を塞

ふさ

がれたような息苦しさ。今、
話せる人がいたら。ただただ、この思
いを聴いてくれる人がいたら。何度、
そう思ったことでしょう。
　公的なサービスには、どうしても
隙間ができます。外から見れば、ほ
んのわずかな隙間かもしれません。
けれど本人や家族にとっては、その
わずかな隙間が越せないのです。誰
か来て。話を聴いて。その小さな声
に応えたい。総合ケアステーション
大慈の原動力は、ただそれだけです。
考えてみれば、教会や寺院は、もと

もと制度の
網にかかっ
た人だけを
迎える場所
ではなかっ
た は ず で
す。病名や
年齢、障がいの有無、所得や家族構
成にかかわらず、扉をたたいた人を
迎え入れる。何かを解決できなくて
も、その人が一人きりにならないよ
う、傍らにいる。それは、制度には
できない大切な働きです。
　善きサマリア人は、追いはぎに襲わ
れ、道端に倒れていた人を前に、その
人が誰であるか、助ける理由があるか
を問いませんでした。ただ、目の前の
苦しみを見過ごさず、傷の手当てを
し、自分のロバに乗せて宿へ運び、そ
の後の世話まで託しました。
　仏教にも、これに通じる話がありま
す。ある時、釈尊は病のため自分の排
泄物の中に横たわり、誰にも看病され
ずにいた一人の比

び

丘
く

を見つけました。
釈尊は阿難とともにその身体を洗い、
寝床へ運びました。そして僧たちに、
「私に仕えようと思う者は、病人に仕

えなさい」と説きました。
　人は、助けを受ける資格がある
から助けられるのではありません。
目の前に苦しんでいる人がいる。
そのこと自体が、手を伸ばす理由
になります。善きサマリア人も釈
尊も、目の前の人を見過ごさない
ことからすべてが始まると教えて
いるように思います。
　制度と制度の隙間にいる人を、
誰一人取り残さない。そのためには、
医療や介護、福祉だけでなく、地域
の教会や寺院、そして名もない一人
ひとりの力が必要です。あの日、あ
と数日で命を閉じるであろう方が「神
は指先に宿る」と私におっしゃいま
した。その言葉を灯

ともしび

とし、頼りない
筏ではありますが、まずは目の前の
一人を乗せられるように。大慈は、
静かに漕ぎ出したところです。

　たまおき・みょうゆう 看護師、介護
支援専門員、看護教員、高野山真言宗阿
闍梨、専門スピリチュアルケア師。株式
会社大慈学苑代表取締役。夫を自宅で看
取った経験をもとに、看取り、介護、死
別、ひきこもり、希死念慮など、生きる
苦しみに寄り添う活動を続ける。2026年9
月、東京都江戸川区に「総合ケアステー
ション大慈」を開設。著書・講演多数。

【27】神は指先に宿る
　玉置妙憂

看護師や介護支援専門員
としても活動する筆者

「親なきあと」を
ともに生きる

お寺と教会の
〈語らい〉から始まる支援
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支援を待つ人のもとへ
熊本でつなぐ、一人ひとりの暮らし

　今、私はこの記事を熊本で書いています。ACTジ
ャパンフォーラムが今回支援している、メンバー団体
のCWS Japanと熊本YWCAが連携した支援活動に参
加するためです。私たちは、高齢者や外国人など、災
害時に困難を抱えやすい人々のもとを訪ねています。
　支援先の一つは、高齢者が暮らす小さな地域の集ま
りです。ガスなどのインフラが復旧していない中で
も、避難所に移らず、自宅で避難生活を続けていま
す。自宅にいるからといって、日常を取り戻せている
わけではありません。水や食料、生活用品を届けると
ともに、家屋内の片付けを手伝い、暮らしを立て直す
ために必要な支援を一緒に確かめています。
　もう一つ、見えにくい困難を抱えているのが、外国

人の被災者
です。被害

の大きかった八代市、宇城市、宇土市などには、特定
技能や技能実習の在留資格で、主に農業に従事する外
国人が４千人以上います。とりわけ技能実習生の中に
は、まだ日本語を十分に理解できず、被災後の生活に
必要な情報や支援制度を知ることが難しい人が少なく
ありません。
　雇用する側の日本人も被災しているケースが多く、
頼りにしたい相手にも余裕がない状況です。言葉の壁
に加え、地域とのつながりが限られていれば、困りご
とを誰に伝えればよいのかさえ分かりません。支援の
窓口を設けるだけでは、こうした人々に十分に届かな
いのです。
　そこで、県が開く外国人向けの相談会や、地域で外
国人を支えてきた人々のつてをたどり、被災者との接
点を探しています。現在は、ベトナム、カンボジア、
インドネシアから来た技能実習生たちとつながり、支

援を始めています。一人ひとりの状況を聞き取り、必
要な助けにつなぐ地道な取り組みです。支援を求める
声が上がるのを待たず、暮らしの場へ足を運ぶことを
心がけています。
　ACTジャパンフォーラムが一度に支えられる人数
には限りがあります。それでも、通常の支援が届かな
い人、制度や情報の隙間で取り残されてしまう人に、
こちらから手を伸ばすことはできます。物資を届けて
終わるのではなく、地域の団体と協力しながら、個々
の事情に応じた細やかなケアを中長期にわたって支え
ることを大切にしています。
　このため、ACTジャパンフォーラムでは熊本地震
のための緊急募金を開始します。振込口座は下記のと
おりです。また、ご送金の際には、お手数ですがQR
コードのフォームから必要事項の記
入を併せてお願いいたします。
（藤守義光　ふじもり・よしみつ＝ACT
ジャパンフォーラム事務局）

欧州の神学生４人が来日
宗教間対話学ぶISJP開幕

　ISJP（Interreligious Studies in Japan Program）は、神
学・宗教学を学ぶヨーロッパの学生を対象とした、NCC
宗教研究所による３カ月間の交換留学プログラムです。
日本の宗教について学ぶだけでなく、宗教が多様な世界
でキリスト教徒として生きることや、ほかの宗教を信じ
る人たちと対話することについて学び、考えます。
　2026年のプログラムは、９月28日にオリエンテーショ
ンと開会のあいさつから正式に始まりました。岩野祐介
所長と、ドイツから来たEMS（Evangelical Mission in 
Solidarity、連帯福音宣教会）の国際ディレクター、ハ

ン・カンヒー氏があいさつしました。
　今年は４人の学生が参加しています。スウェーデンの
ルンド大学からDaniel Berglund氏とMichel Starco氏、ウ
プサラ神学セミナリーからMåns Wieland氏、ドイツの
アウグスターナ大学ノイエンデッテルザウからLuise 
Kink氏です。
　応募理由について、Berglund氏は「以前から日本の文
化に興味があり、以前の参加者からこのプログラムを勧
められました。日本について学びながら、精神的にも学
問的にも成長できると思い、応募しました」と話してい
ます。Starco氏は「日本の宗教生活についての理解を広
げたいと思い、応募しました」と話しています。
　日本での目標について、Starco氏は「日本でのキリス

ト教の役割や、仏教、神道、キリスト教が自分自身の考
え方に与える影響について、もっと深く理解したい」、
Berglund氏は「日本のキリスト教の歴史や、多様な宗教
が人々の考え方に与える影響について学びたいです。そ
して、この旅を通して、自分が人生で何を大切にしたい
のかを考えたいです」と語っています。
　運営スタッフの私たちは、４人の学生を日本に迎える
ことができ、とてもうれしく思っています。毎年、参加
者は新しい考えや質問を持ってきてくれます。それは私
たち教師にとっても、とても大切な学びになります。
　プログラムは12月18日まで続きます。これから４人が日
本でどのような経験をし、何を学ぶのかを楽しみにしてい
ます。（エスベン・ペーターセン＝NCC宗教研究所副所長）
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